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飛
騨
市
の

レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
が

東
北
の
被
災
地
で
大
活
躍

飛
騨
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
神
岡
・
町
づ
く

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
「
が
っ
た
ん
ゴ
ー
を
ぜ
ひ
東
日
本
大

震
災
復
旧
作
業
の
現
場
に
、」
と
い
う
依
頼

が
、
３
・
11
の
大
津
波
で
被
害
を
受
け
た
三

陸
鉄
道
・
北
リ
ア
ス
線
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
内

で
通
信
回
線
の
復
旧
工
事
に
携
わ
る
業
者
か

ら
届
い
た
の
が
昨
年
末
。
そ
の
声
に
応
え
て
、

「
復
興
の
一
助
に
！
」
と
、
今
年
１
月
か
ら

３
月
ま
で
２
台
が
貸
し
出
さ
れ
、
工
事
作
業

員
の
足
と
し
て
フ
ル
活
用
さ
れ
た
。
同
法
人

の
ス
タ
ッ
フ
も
現
地
に
同
行
、「
少
し
で
も

復
旧
の
お
役
に
た
て
た
の
が
う
れ
し
い
」
と

喜
ん
で
い
る
。
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

が
東
北
の
震
災
の
現
場
で
活
躍
す
る
に
至
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
同

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
田
口
由
加

子
さ
ん
は
、「
通
常
、
鉄
道
法
に
よ
り
、
鉄

道
レ
ー
ル
上
を
動
力
の
付
い
た
乗
り
物
を
動

か
す
に
は
そ
れ
な
り
の
資
格
を
持
っ
た
人
が

必
要
で
す
。
し
か
し
震
災
の
現
場
で
は
復
旧

の
為
た
く
さ
ん
の
人
が
必
要
だ
が
多
数
の
資

格
者
は
い
な
い
た
め
、
レ
ー
ル
上
を
人
力
で

走
行
す
る
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
が
着

目
さ
れ
、
貸
し
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」

と
語
っ
た
。「
当
時
は
鉄
道
線
路
が
不
通
の

為
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
は
電
車
車
両
の
車
庫

と
な
っ
て
お
り
、
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
を
解
体
し
て
や
っ
と
ト
ン
ネ
ル
内
に
運
び

込
む
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
か
ら
作
業
に
当
た

り
ま
し
た
。」
と
の
苦
労
話
も
。

廃
線
か
ら

新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ

岐
阜
県
最
北
端
の
飛
騨
市
神
岡
町
は
、
今

で
こ
そ
小
柴
昌
俊
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

理
由
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
実
験
の
行
わ

れ
た
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
や
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ

カ
ン
デ
で
知
ら
れ
る
が
、
以
前
は
鉱
山
の

町
と
し
て
永
年
繁
栄
し
た
。
鉱
山
か
ら
の

貨
物
を
運
ぶ
た
め
馬
車
軌
道
が
明
治
末
か

ら
存
在
し
、
昭
和
初
期
以
降
の
ガ
ソ
リ
ン

機
関
車
を
経
て
、
昭
和
41
年
に
国
鉄
・
神

岡
線
が
誕
生
。
昭
和
59
年
の
国
鉄
の
民
営

化
後
は
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
再
出
発
し

た
が
、
平
成
18
年
つ
い
に
廃
線
と
な
っ
た
。
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そ
の
際
に
は
数
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
全

国
か
ら
訪
れ
た
と
い
う
。

鉄
道
は
廃
線
と
な
る
と
、
通
常
、
レ
ー

ル
や
ト
ン
ネ
ル
は
撤
去
さ
れ
る
。
し
か
し

雪
深
い
鉱
山
の
町
を
支
え
た
旧
神
鉄
の
面

影
を
惜
し
む
人
々
の
熱
意
と
努
力
で
、「
乗
っ

て
楽
し
い
乗
り
物
を
走
ら
せ
る
こ
と
で
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
よ
う
！
」
と
レ
ー
ル
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
開
発
し
た
。
試
行
錯
誤

を
経
て
現
在
で
は
利
用
者
数
も
、
開
業
の

平
成
19
年
の
１
，３
０
１
人
か
ら
平
成
23

年
の
１
１
，
７
１
８
人
へ
と
大
幅
に
増
加
。

テ
レ
ビ
・
新
聞
・
雑
誌
な
ど
に
も
ひ
ん
ぱ

ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
以
前
は
閑
散
と
し

た
田
舎
町
が
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と

な
る
。
昨
年
は
利
用
客
の
６
割
以
上
が
、
奥

飛
騨
温
泉
郷
や
飛
騨
高
山
と
い
っ
た
近
隣
の

観
光
地
に
宿
泊
し
、
地
元
の
飲
食
店
を
利

用
す
る
な
ど
、
地
域
経
済
に
も
大
き
な
波

及
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
日
本
全
国

に
多
々
あ
る
鉄
道
の
廃
線
問
題
へ
、「
廃
線

イ
コ
ー
ル
撤
去
」
で
は
な
く
、
町
お
こ
し

に
も
つ
な
が
る
新
し
い
「
鉄
道
」
の
楽
し

み
方
を
提
案
し
て
い
る
よ
う
だ
。

旧
神
岡
鉄
道
の
奥
飛
騨
温
泉
口
駅
か
ら

神
岡
鉱
山
駅
ま
で
の
２
．９
ｋ
ｍ
区
間
の
往

復
５
．８
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
内
に
は
、
真
っ
暗

な
ト
ン
ネ
ル
や
、
山
あ
い
の
鉱
山
の
町
・

神
岡
を
一
望
で
き
る
眺
め
の
良
い
高
架
、

桜
並
木
や
緑
豊
か
な
清
流
高
原
川
の
渓
谷

な
ど
が
あ
り
、
春
は
桜
、
初
夏
に
は
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
、
秋
に
は
紅
葉
…
と
四
季
折
々

の
豊
か
な
自
然
が
満
喫
で
き
る
。

レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
は
、
市
販

の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
特
製
フ
レ
ー
ム

に
固
定
さ
せ
、
レ
ー
ル
上
を
ス
ム
ー
ス
に

走
行
で
き
る
乗
り
物
だ
。
自
転
車
の
後
輪

が
直
に
レ
ー
ル
に
接
地
し
、
フ
レ
ー
ム
の

形
状
が
列
車
の
車
輪
を
模
し
て
い
る
た
め
、

レ
ー
ル
継
ぎ
目
で
「
ガ
ッ
タ
ン
ゴ
ッ
ト
ン
」

と
い
う
本
物
の
列
車
さ
な
が
ら
の
音
と

振
動
を
体
感
で
き
る
の
が
好
評
だ
。
二
人

乗
り
の
バ
イ
ク
の
他

に
、
小
さ
い
子
ど
も

連
れ
の
家
族
や
、
普

段
は
自
転
車
に
乗
れ

な
い
障
が
い
者
も
利

用
し
や
す
い
観
覧
シ

ー
ト
や
ベ
ン
チ
シ
ー

ト
、
ト
ロ
ッ
コ
な
ど

の
補
助
席
つ
き
の
も

の
も
あ
る
。
今
後
は
、

タ
ン
デ
ム
自
転
車
や
、

フ
レ
ー
ム
に
サ
イ
ド

カ
ー
形
式
の
補
助
席

を
組
み
合
わ
せ
る
な

ど
、
新
し
い
タ
イ
プ

の
自
転
車
の
導
入
も

企
画
中
と
の
こ
と
。

地
域
の
活
性
化
へ
と

夢
は
広
が
っ
て
い
る
。

（
構
成
・
荒
垣
さ
や
こ
）

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ご
紹
介

　
「
ギ
フ
ネ
ッ
ト
」
広
報
委
員
会
で
は
東
京
と
ふ
る
さ
と
岐
阜
の
紐
帯
を
よ
り
深
め
、

確
か
な
も
の
と
し
て
ゆ
く
お
手
伝
い
と
し
て
、
こ
の
「
レ
ー
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
」

事
業
の
よ
う
な
、
県
下
各
市
町
村
で
独
自
な
視
点
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
「
地
域
振
興

事
業
」
を
ご
紹
介
し
て
ゆ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
次
号
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
材
を
受
け
て
も

よ
い
と
い
う
関
係
機
関
の
方
は
是
非
ご
一
報
下
さ
い
。

担
当　

ギ
フ
ネ
ッ
ト
広
報
委
員　

荒
垣
さ
や
こ

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
2

－

6

－

3 

都
道
府
県
会
館
14
Ｆ　

岐
阜
県
東
京
事
務
所
内

東
京
岐
阜
県
人
会
『
ギ
フ
ネ
ッ
ト
』
係
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